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１ 久木幸男「「社会教育」遡源」『仏教大学教育学部論集』第３号 1991 1‐20 頁 
２ 福沢諭吉「空論止むべからず」『福沢諭吉全集』第 4 巻 岩波書店 1969 474 頁 
３ 橋口菊「明治前期社会教育思想の系譜」『聖心女子大学論叢』第 28 集 1966 148 頁 
４ 「教育論」『交詢雑誌』第 140 号 交詢社 1884 1‐6 頁 
５ 同上 2 頁 
６ 主要な教育関係雑誌で社会教育の語が使用された例としては以下のものが挙げられる。 
「教育報知の改良」『教育報知』第 44 号 東京教育社 1887 2‐3 頁 
「社会教育の概目」『教育時論』第 73 号 開発社 1888 7 頁 
「徳育上の方案」『教育時論』第 93 号 開発社 1888 27‐28 頁 
「熊本県八代の私立教育会」『教育時論』第 91 号 開発社 1888 31 頁 







１０ 山名次郎『社会教育論』 金港堂 1892（小川利夫編『社会教育基本文献資料集成』第
1 巻 大空社 1991 所収資料を用いた） 
１１ 桜井貢『社会教育 立身出世 一名、幸福道しるべ』順成堂 1892。なお、本著作は、
「梅の家薫」という著者名が当てられているが、書誌検索などでは桜井貢（梅の家薫）と
して表記される。 
１２ 桜井貢『社会教育 心棒に勉強』明進堂 1893。 
１３ 桜井注 11) 表紙参照 





                                                                                                                                                  
１５ 桜井注 11) 3 頁参照 
１６ 桜井注 11) 43 頁参照 
１７ 同上 
１８ 久木前掲注 1)論文の注に記されている。 
１９ 庵地保『通俗教育論』 金港堂 1885   
２０ 庵地保『民間教育論』  1880  
２１ 庵地註 19)書 序論 2－3 頁 
２２ 庵地注 19) 序論 3 頁 
２３ 庵地注 19) 8 頁 
２４ 庵地注 19) 88 頁 
２５ 松田武雄「初期社会教育論の再検討」『日本社会教育学会紀要』36 2000  
２６ 杉浦重剛「加藤弘之君の徳育論」『天台導士教育論纂』敬業者 1890 26‐41 頁 
２７ 同上 27 頁 




・「遠足と通俗教育会」『教育時論』第 87 号 開発社 1887 25 頁 
・「通俗教育談会」『教育報知』第 57 号 東京教育社 1887 16 頁 
・「通俗教育演説幻燈会」『教育時論』第 76 号 開発社 1887 29 頁 
・「通俗教育演説幻燈会」『教育報知』第 68 号 東京教育社 1887 15 頁 
・「通俗教育会」『教育報知』第 117 号 東京教育社 1888 14 頁 
・「元街通俗教育会」『教育報知』第 130 号 東京教育社 1888 17 頁 
・「通俗教育談会」『教育報知』第 153 号 東京教育社 1889 17 頁 
・「通俗教育演説会」『教育報知』第 258 号 東京教育社 1891 16 頁 
・「通俗教育講談会」『教育報知』第 277 号 東京教育社 1891 16 頁 
３１ 「通俗教育演説幻燈会」『教育報知』第 68 号 東京教育社 1887 15 頁 
３２ 「通俗教育新聞」『教育報知』第 71 号 東京教育社 1887 17 頁。 
３３ 滋賀県に設けられた「凡ねく通俗し易き書籍を蒐集し、教育の普及を図るを以て、目的」
とする江東通俗教育書籍館の例が『教育時論』に見える（「湖東通俗書籍館」『教育時論』
第 105 号 開発社 1888 30 頁）。 
３４ 「通俗教育図書館に望む」『教育報知』第 179 号 1889 11 頁 
３５ 拙稿「山名次郎『社会教育論』の再検討－山名の思想を参考にして」『社会教育学会紀
要』No.37 2001  91-100 頁 
３６ 山名前掲注 10） 6 頁  
３７ 同上 76 頁 
３８ 金井延「現今の社会的問題」『国家学会雑誌』第 4 巻第 48 号 哲学書院 1891  826
‐835 頁 及び「現今の社会的問題」『国家学会雑誌』第 4 巻第 49 号 哲学書院 1891 877
‐888 頁 
３９ 金井延「現今の社会的問題」『国家学会雑誌』第 4 巻第 48 号 哲学書院 1891 829
頁 
４０ 佐藤の経歴に関しては、宮坂広作（宮坂広作『近代日本社会教育史の研究』  法政大
学出版局 1968 233‐234 頁）と石堂豊（石堂豊「佐藤善次郎」全日本社会教育連合会編















を調和せしめ社会の主要たる部分をなすものなり」。（同上 52 頁） 
４３ 井上亀五郎『農民の社会教育』 金港堂 1892（小川利夫編『社会教育基本文献資料集
成』第 1 巻 大空社 1991 所集）。以下、頁数はこれに依り、本文中に記す。 
４４ 横井時敬『小説模範町村』 読売新聞社 1907  
４５ 例えば、最近の研究では片岡了「社会教育の農村的発想に関する一考察-横井時敬にお









研究』第 60 巻第 5 号 1997 447-450 頁 
４８ 横井時敬「模範農村」 大日本農会編纂『横井博士全集』第 7 巻 横井時敬全集刊行会 
1927 86-90 頁。初出は 1909 年である。 
４９ 「公会堂の時計台が村の中央に建ってゐる」（1 頁） 
５０ 「『演劇は誰が演るのですね？』／『村の若い衆です。青年会の人達が順番に役者にな
るのですわ。』」（44 頁） 
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